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2026年３月期 通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、最近の業績動向を踏まえ、2025 年５月 14 日に公表いたしました 2026 年３月期の通期連結業績

予想を修正いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

  

記 

 

１． 2026年３月期通期連結業績予想値の修正（2025年４月１日～2026年３月 31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

18,900  

百万円 

660  

百万円 

600 

百万円 

400  

円  銭 

43.55  

今回修正予想（Ｂ） 25,500 900 800 530 57.70 

増減額（Ｂ－Ａ） 6,600 240 200 130  

増 減 率（％） 34.9 36.4 33.3 32.5  

(ご参考)前期実績 

(2025年３月期) 
18,272 716 662 112 12.22 

 

２． 修正の理由 

2026 年３月期通期の業績につきましては、当第３四半期連結累計期間におきまして、メモリ・PC

関連デバイス・IoT 事業および HPC 事業が好調に推移しており、期初時点の業績予想を上回る進捗と

なりました。また、第４四半期の見通しにつきましては、両事業の最繁忙期にあたり業績変動の振れ

幅が大きくなる可能性があることから、半導体関連製品の需給ひっ迫による仕入れへの影響や為替変

動リスク等の不確定要素を一定程度保守的に織り込んでおります。しかしながら、これらを考慮した

上でも、通期の売上高および各段階利益については、期初時点の業績予想を上回る見通しとなってお

ります。なお、通信建設テック事業およびその他の事業につきましては、第３四半期累計期間におい

て人材や設備における先行投資や案件計上の期ずれ等による業績への影響が見られましたが、通期で

は概ね期初の業績予想通りに推移するものと見込んでおります。 

このような状況を踏まえ、2026 年３月期通期連結業績予想について、売上高、営業利益、経常利益、

親会社株主に帰属する当期純利益をそれぞれ上方修正することといたしました。 

以上 

 

※なお、上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後の様々な要因により変動

する可能性があります。 

 

 


